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日
本
共
産
党
と
後
援
会
は
４
月

２
９
日
、
参
院
選
愛
知
の
予
定
候

補
す
や
ま
初
美
さ
ん
を
招
い
て
、

演
説
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
写

真
）。
激
し
い
雨
の
中
、
１
０
０
名

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

本
多
の
ぶ
ひ
ろ
党
市
事
務
局
長

は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
た

９
条
改
憲
は
許
せ
な
い
。
富
裕
層

と
大
企
業
へ
の
優
遇
税
制
を
改
め

て
、
消
費
税
は
５
％
に
」
と
訴
え

  

ま
し
た
。
根
本
み
は
る
市
議
会
議
員

か
ら
は
、
こ
の
間
の
市
政
報
告
会
・

つ
ど
い
の
様
子
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

す
や
ま
予
定
候
補
は
、
ロ
シ
ア
の

侵
略
行
為
に
触
れ
、「
憲
法
９
条
を

生
か
し
、
周
辺
の
国
々
と
の
友
好
関

係
を
大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
戦
争
を
止
め
る
力
に
な
り
ま

す
。
自
民
、
公
明
、
国
民
民
主
、
維

新
な
ど
改
憲
勢
力
に
議
席
を
独
占

さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
本

共
産
党
の
議
席
を
勝
ち
取
り
、
平
和

で
豊
か
な
日
本
に
し
て
い
く
た
め

に
頑
張
り
ま
す
」
と
、
力
強
く
訴
え

ま
し
た
。 

 

 

 

住
み
よ
い
豊
田
を
創
る
会
は
７

日
、
新
年
度
予
算
の
学
習
会
を
行
い

ま
し
た
（
左
写
真
）。
市
財
政
課
の

担
当
者
か
ら
予
算
の
特
徴
の
説
明

を
受
け
、
後
半
は
根
本
み
は
る
市
議

か
ら
の
市
政
報
告
や
感
想
交
流
を

行
い
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
、
平
井
こ
ど
も
園
前

の
市
道
を
広
げ
る
計
画
に
つ
い
て
、

「
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
の
市
民
運
動
を
」「
市
の
財
政

規
模
は
、
岡
崎
市
よ
り
５
０
０
億
円

も
多
い
。
４
月
か
ら
国
保
税
が
値

上
げ
に
な
る
の
に
、
な
ぜ
世
界
ラ

リ
ー
に
１
２
億
円
使
う
の
か
」「
み

よ
し
特
別
支
援
学
校
の
マ
ン
モ
ス

状
態
の
解
消
を
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
の
共
同
代
表
・
田
中
勝
美
さ

ん
か
ら
、
市
民
運
動
の
中
か
ら
出

さ
れ
た
要
望
を
来
年
度
の
市
予
算

へ
反
映
す
る
た
め
に
も
今
後
も
取

り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
、
と
提

起
が
あ
り
ま
し
た
。 
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り
、
こ
れ
ま
で
の
事
故
歴
も
考
慮
し

て
原
案
で
の
要
望
と
な
り
ま
し
た
。

「
ゾ
ー
ン
３
０
」
の
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、
指
定
の
条
件
な
ど
検
討
が
必

要
で
す
。 

 

 

歩
道
や
横
断
歩
道
の
新
設
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
ま
す
。
地
元
の
自
治
区

に
も
１
１
日
に
伺
い
、
要
望
し
て
い

た
だ
く
よ
う
説
明
し
、
工
事
申
請
を

了
承
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

竜
神
町
寺
池
の
交
差
点 

段
差
を
改
修 

  

ご
近
所
の
方
か
ら
４
月
上
旬
、
道

路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
段
差
が
あ
り 

 

豊
田
市
竜
神
町
寺
池
の
近
所
の

方
々
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
要
望

を
募
り
、
５
月
上
旬
ま
で
に
頂
い
た

意
見
を
基
に
１
０
日
、
再
び
県
道
の

改
修
要
望
書
を
愛
知
県
と
豊
田
市
に

提
出
し
ま
し
た
（
写
真
）。
住
み
よ
い

豊
田
を
創
る
会
（
共
同
代
表
・
本
多

弘
司
）
と
日
本
共
産
党
豊
田
市
委
員

会
の
連
名
で
。 

 

主
な
要
望
は
、
①
し
ゅ
う
さ
ん
公

園
の
西
側
の
県
道
は
、
県
用
地
部
分

か
ら
歩
道
を
新
設
、
②
側
溝
ふ
た
改

修
の
延
長
、
③
竜
神
歯
科
近
く
の
Ｔ

字
路
に
横
断
歩
道
を
新
設
、
④
大
林

町
内
の
深
い
側
溝
に
ふ
た
新
設
。 

 

届
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
ご
意

見
で
は
、
③
の
横
断
歩
道
は
別
の
所

に
、
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
設

置
基
準
で
既
存
の
横
断
歩
道
か
ら
百

メ
ー
ト
ル
以
上
は
離
れ
る
必
要
が
あ

西
三
河
の
安
城
市
内
で
５
月
１

日
、
９
３
回
目
と
な
る
安
城
地
区
メ

ー
デ
ー
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
左
写
真
）
。
主
催
は
実
行
委
員
会

で
、
安
城
地
区
労
働
組
合
協
議
会
や

西
三
河
地
域
労
働
組
合
総
連
合
。 

安
城
市
長
か
ら
祝
電
が
あ
り
、
日

本
共
産
党
と
新
社
会
党
の
市
会
議
員 

か
ら
連
帯
あ
い
さ
つ
。
解
雇
撤
回
や

労
災
認
定
な
ど
労
働
組
合
の
活
動
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

戦
争
ス
ト
ッ
プ
や
最
低
賃
金
ア
ッ

プ
等
の
安
城
地
区
メ
ー
デ
ー
宣
言
案

が
採
択
さ
れ
、
集
会
の
後
は
市
街
地

を
デ
モ
行
進
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和

を
、
憲
法
を
守
ろ
う
、
消
費
税
減
税

を
、
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

（
本
多
信
弘
） 

安
城
地
区
メ
ー
デ
ー
祭
典
に
参
加 

 

戦
争
と
改
憲
に
反
対 

最
賃
増
を 

↑
本
多
信
弘 

（
写
真
）、
車
が
通
る
と
音
が
す
る
、

と
要
望
を
聴
き
ま
し
た
。 

 

豊
田
市
の
道
路
維
持
課
に
改
修
を

依
頼
す
る
と
、
４
月
下
旬
に
は
直
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
写
真
）。
要
望

さ
れ
た
方
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
市

の
対
応
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
本
多
弘
司
、
本
多
信
弘
） 


